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Routrek Networks, Inc.
佐々木 伸一
２０２６年７月

ルートレック・ネットワークス

アグリテック10年の歴史と将来像

デジタルファーミングで、
持続可能な農業を！
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ルートレック社の会社概要

2

会社名 株式会社ルートレック・ネットワークス

代表者 佐々木伸一

創業 2005年8月

資本金 1億円

住所

【本社】
神奈川県川崎市高津区久末3-5-7
新溝ノ口ビル１F
【福岡オフィス】
福岡県福岡市博多区銀天町2-2-24 
【壱岐オフィス】
長崎県壱岐市芦辺町深江鶴亀蝕1092-5

主要銀行
三井住友銀行
横浜銀行

主要株主

株式会社クボタ
佐々木伸一
創業メンバー
オプティム

第4回 日本ベンチャー大賞

農林水産部門 受賞

内閣府国際広報室

Innovation Japan 動画配信

2005年 創業 ワイヤレスM2Mをコア技術とする研究開発型スタートアップ

2015年 イスラエルｘ明治大学ｘルートレックにて、AI潅水施肥システム(ゼロアグリ）を事業化

2023年 クボタの連結子会社となり、国内におけるゼロアグリの販売チャネルを整備

2024年 長崎県壱岐にて、スマートグリーンハウスの普及モデルを目指し自社圃場を開所

長崎県壱岐 スマートグリーンハウス開所

新しい生産体系でのアスパラガスの生産事業

Executive Summary
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農業資材の高騰農業人口の急減と高齢化（111万人→35万人/2040年）

食と農を取り巻く「社会的課題」をテクノロジーで解決

Executive Summary

フードロスの問題 肥料の供給不安（ほぼ100％輸入）
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食と農を取り巻く「環境問題」をテクノロジーで解決

Executive Summary

多施肥による環境負荷

Source: ICID – CIID (2010)

18％の灌漑農地から

世界の食糧の40％を生産
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c

c

Available Water per Person 

is declining

4

8

12

16

1955 1990 2025

US

Mexico

China

India

Israel

4,190 

6,900 

4,210 

-39%

2030

demand

2005

demand

Expected 2030

supply

Water Supply is Forecast to be Short

多施肥によるGHGの排出(農林水産部門で25％排出）
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世界の農林業からのGHGの23％を排出 をテクノロジーで解決

国連気候変動に関する政府間パネル(IPCC)資料より抜粋

温暖化ガスの抑制
120億トン/520億トン
農業 世界

Executive Summary
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気候変動への適応、生産資材の高騰、環境との調和には、

新型パイプハウス+新しい生産体系＋新しい環境制御装置＝スマートハウスが最適

日本における温室の状況

Executive Summary 6
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栽培

消費

生産

収穫

食と農の課題を解決して、子供たちの未来を豊かにする

日本発のデジタル・ファーミングで、アジアモンスーン地域の持続可能な社会に貢献する

AI潅水施肥システムゼロアグリ
（2013年より累積450台）

農業DX事業
（収穫予測、収穫支援）地球にやさしい、美味しい野菜

「美やさい」販売事業
（2023年10月リリース）

スマート・グリーンハウスによる
次世代の農業事業をモデル化

（スマート技術のパッケージ化）

ルートレック社のビジョンと事業領域

Executive Summary
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AI かん水施肥システム「ゼロアグリ」の概要

IoTセンサーからの情報を蓄積して、

AIで蒸散量を推定し、点滴チューブ経由で根域へ、最適なかん水と施肥を実行

かん水施肥作業の大幅な削減と、点滴による根域ストレスを軽減させ、収量と品質を向上

特許取得済
日本、米国、インド、中国

Executive Summary

各種情報（IoT) 生産者の経験値

10分毎に情報収集

気象予報（or 日射センサ）

土壌水分・EC値・地温

IoTデータを蓄積

かん水・施肥量を予測

各圃場への制御指示

作物や土など

圃場の状況により微調整
１時間毎に制御

少量多頻度の

かん水と施肥の制御

ゼロアグリ(制御）

クラウド(AI)
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ゼロアグリの潅水制御

少量多頻度潅水、安定的な水と肥料の供給が作物のポテンシャルを引き出す

土壌水分量を
自動調整
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ゼロアグリの施肥制御

要望
自分で細かく
施肥調整

土壌のEC値を基準に
施肥調整

猛暑日の
施肥を調整

施肥基準を元に
投入量を調整

機能名 ①ppm濃度制御 ②EC制御 ③猛暑日施肥制御 ④施肥量オート制御

時刻 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

培養液濃度 通常濃度 低濃度 回復濃度

①ppm濃度制御

②EC制御

③猛暑日施肥制御

④施肥量オート制御

10Executive Summary
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施肥基準と比較した
減肥量と比率

平均施肥量から
将来の施肥量を予測

前作との施肥量の
比較を表示

施肥基準と比較した
CO₂排出量と比率

平均施肥量から
将来のCO₂排出量を予測

前作とのCO₂排出量の
比較表示

みどりの食料システムの化学肥料低減への対応機能

ゼロアグリの化学肥料とCO2のモニタリング

Executive Summary
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ゼロアグリの環境データや供給履歴のモニタリング

数字やグラフで比較と分析が容易 過去データも全てクラウドに蓄積

水と液肥の供給履歴 液肥・地温・日射量のレポート

環境情報（土壌水分・EC値・日射量・地温）

12Executive Summary
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全国46都道府県450台の導入実績
対象作物は20品種を超える

亜寒帯から亜熱帯まで、ゼロアグリの幅広い導入実績

Executive Summary



農業のスマート化
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出典：テラスマイル

日本のアグリテックの状況

100社を超えるアグリテックでカオス状態、、

Executive Summary
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破壊的イノベーションをどこに向けるか？？

市場が求めている機能

過剰機能

時間

性能
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スマートグリーンハウスで次世代農業事業をモデル化

Executive Summary

気候変動適応の
新型ハウス

労働環境を改善した
新しい生産体系

環境と調和のとれた
新しい環境制御

① 地域の課題をテクノロジーで解決し、産地の持続と環境との調和

② 作物毎の最適なスマート農業技術のパッケージ化による農業経営

③ 自治体、地域JA、生産者の三位一体による、強い産地創りと雇用促進
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次世代型スマートグリーンハウスを長崎県壱岐に開所

Executive Summary

長崎県壱岐市の基盤整備事業の23haを活用した、次世代の農業事業をモデル化
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ルートレックの目指すスマートグリーンハウス

19Executive Summary

１：目指す姿
・気候変動適応ｘ労働条件改善ｘ環境制御によるスマートグリーンハウスで、持続型産地の形成
・新しい施設園芸のカタチを自ら創り、各地域への新しい栽培体系として推進

２：ルートレックファームの特徴
・足場管を採用した新型ハウス（NNハウス）により、気候変動への適応と建築人材の拡充
・高畝栽培による腰をかがめた農作業からの脱却
・ゼロアグリPlusによる、高畝栽培に適した環境制御を自動化
・IPM（総合防除）の取組みによる、減農薬によるコストダウンと作業者の被爆減少



導入事例
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【事例１】沖縄県糸満市 施肥とCO2排出量の減少

栽培と収穫期間が短い沖縄でのキュウリ栽培で施肥基準より81.1%減肥

施肥基準スギの木
約2.2本分のところ
スギの木約0.4本分の

排出のみ

農家名 沖縄県糸満市
山城豪様

12.0

16.0 16.0

2.0

5.4

0.9

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

2025/05 2025/06 2025/07

沖縄県キュウリ施肥量比較10a （2025/5～7）

施肥基準[kg/10a] 施肥量[kg/10a]

31.7㎏ 6㎏ 80.7％減

施肥基準の
CO2排出量

施肥実績の
CO2排出量

CO2排出量の
施肥基準比

1本約14㎏ 1袋20㎏

基準44㎏のところ
8.3㎏施用

81.1％削減

Executive Summary
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【事例２】福島県会津若松市 反収と品質アップによる増収

Executive Summary

<生産者情報>

所在地 福島県 会津若松

栽培作物 大玉トマト

作型 5月～10月

栽培面積 17a

就農歴 10年（脱サラ後に就農）

導入効果

増
収
効
果

品
質
効
果

販
売
額

理
由

地域平均 ゼロアグリ区

33％A等級 60%A等級

慣行区 ゼロアグリ区

12.4t/10a 13.7t/10a

35%増収

10.4％
増収

27ポイント
増加

ゼロアグリの少量多潅水によって
品質が向上したため
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【事例３】青森県上北郡七戸町 省力と減肥によるコストダウン
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【付録】スマートな農業のヒントになった書籍

世界一大きな問題の
シンプルな解き方
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Digital farming makes agriculture sustainable

次世代の子供たちのために、

デジタルファーミングで持続可能な社会に貢献する

ルートレック・ネットワークス
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